
授業形態 単位数

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

0

100

　現代の日本の文化環境下にあって、出産・子育てが大きな課題となっている。とりわけ乳児保育は、個人と社会・文化の
接点として重要な位置を占めるがゆえに、社会の要請も極めて高いものとなっている。
 本授業では、必修「乳児保育Ⅰ・Ⅱ」を基本に、0・1・2歳児の発達に則した対応（養護や遊び環境）や子育て支援につい
ての理解を深めることを目的とする。

実務経験のある教員の担当

●0・1・2歳児の発達を鑑みた遊びについて理解する。
●乳児保育における子育て支援、社会資源について理解する。

幼児教育DP(1)

乳児保育演習Ⅰ
米川　祥子、山本　真里子

授業の目的・テーマ

幼児教育学科

建学の精神と設立の理念を基に、基礎知識を修め、子ども・保護者・地域住民に信頼さ
れ、多様な文化に対応できる幅広い教養が身についている。

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

演習 1

DP(2)

DP(3)

DP(4)

幼児教育の学びを通して多様な社会に対応できるような豊かな人間性を養い、人との関わ
りの中で自己の考えを的確に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築
いていくことができる。

学生一人ひとりが、演習、実習などを通して様々な課題に取り組み解決する学修経験を重
ねることで、その場に応じた活用力が身についている。

優れた専門知識や技能を修得し、他者と協調・協働し、社会の一員として、保育・幼児教
育の分野において貢献できる使命感、倫理観、責任感、実践力を身につけている。

○

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

幼児教育DP(2)

幼児教育DP(3)

あり

幼児教育DP(4)
60 40

《内容３》 《経験年数３》

《内容４》 《経験年数４》

100

《内容１》（米川）　臨床心理士（幼児
相談）

《経験年数１》　14年

《内容２》（山本）　保育士 《経験年数２》　40年

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）



事前事後学修時間（分）

第１回 10分

第２回 10分

第３回 10分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 10分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 10分

第12回 10分

第13回 30分

第14回 10分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

授業をふり返り、内容
の報告に留まってい
る。

　定期試験は、

自身の考察 授業をふり返り、自分
に引き付けて捉えるこ
とができている。

授業をふり返り、自分
の思いを書くことがで
きている。

「乳児保育観について」シェアリング（グループワー
ク）

1年次「乳児保育Ⅰ」を見返しておく

保育現場参加レポートをまとめておく

乳児保育者としての重
要性が何かを理解でき
ない。

各課題に対して、その都度コメントシートでフィードバックする。
最終課題は、希望者には返却する。

　＜教科書＞　「乳児の発達と保育」　エイデル研究所
　　　　　　「はじめて学ぶ乳児保育」　同文書院

授業への積極的関与40％　提出課題60％  

乳児保育者としての対
応の重要性を理解して
いる。

授業での課題をこなし
ている。

理解度

授業態度

授業内容を理解し、乳
児保育に意欲を抱いて
いる。

乳児保育者として望ま
しい対応を理解してい
る。

授業の内容に興味関心
を抱き、課題をこなし
ている。

授業の内容に興味関心
を抱き、意欲的に取り
組んでいる。

授業をふり返り、自分に
引き付けて捉え、自分の
考えを導き出している。

調べ学習「地域の子育て支援施設を調べる」

講義「乳児保育観について」

地域の子育て支援策についての復習をし
ておく

実習記録を見返しておく

乳児保育観についてレポートをまとめて
おく

講義「保育指針における子育て支援」
保育指針の「子育て支援」に該当する箇
所を読んでおくこと

文献購読「親になるということ」 「親の声」をリサーチしておく

講義「地域の子育て支援策について」
自分の住む町の子育て支援施設をリサー
チしておく

乳児のおもちゃ制作実習（１）
乳児の発達に応じたおもちゃ制作を進め
ておく

乳児の発達に応じたおもちゃとは（グループワーク） 乳児のおもちゃの企画を考えておく

乳児のおもちゃ制作実習（３）
乳児の発達に応じたおもちゃ制作を進め
ておく

　事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と事
前事後学修を含め短期大学設置基準で規定された学修時間が必要である。
 また、事前事後学修としては、次回までの課題プリント(小レポート)をまとめることになる。

乳児のおもちゃ制作実習（２）
乳児の発達に応じたおもちゃ制作を進め
ておく

事前事後学修の内容

教科書・参考書

講義「乳児の遊びについて確認」（ビデオ教材）
１年次の「乳児保育Ⅰ」のノート等を見
返しておく

オリエンテーション（授業の進め方） シラバスを読んでおくこと

成績評価の方法・基準

課題に対してのフィードバック

保育現場参加の視点作り

「保育現場参加」のシェアリング（グループワーク）

講義「乳児期の発達確認」
１年次の「乳児保育Ⅰ」のノート等を見
返しておく

授業に興味関心を抱け
ない。

授業の内容・計画


